
 

木原小版 複式学級指導の手引き 
令和６年４月 

１．教師の心構え 

ア．じっと待ち、過保護にしない 

 児童の困っている姿を見かけた際は、そ

れを「成長のチャンス」として捉え、安易に

助け船を出さないようにする。教師が指示

して引っ張る方が時間もかからず確実に次

の活動へ進めることができるが、その行動

が児童の主体性や創造性の成長を妨げ、依

存性を高めて指示待ち状態にしていないか

自問自答する。 

「複式指導のなかで目指す姿（系統表）」 

に向けて、教師は後方から児童を見守り、言

葉数に気をつけ、ここぞという場面で指示

や助言を行う（見守り型支援）。心にゆとり

をもち、児童の学びの様子をしっかりと見

取ることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．増やす言葉と減らす言葉 

 複式学級のような少人数で限られた人間

関係の中で、教師が児童に及ぼす影響は大

変大きい。これから先、児童が大きな規模の

集団に属した際にも、ひるまず自信をもっ

て学ぶことができるように、厳しさと優し

さの両面から、児童の自己肯定感を高める

言葉かけを増やしていく。一方、前述の通り、

児童の主体性や創造性を削いでしまうよう

な言葉かけは減らせるか検討する必要があ

る。その結果、活動が円滑に進まなかったり

思うような成果を得られなかったりしたと

しても、その過程を価値付けることで十分

な学びを得られる。 

２．直接指導と間接指導 

ア．直接指導（一方の学年へのみの指導） 

 直接指導を行っている間は、教師がどう

しても欲張ってしまって指導の情報量が多

くなり、児童の思考の流れに沿わない一方

的な教授になりがちである。直接指導を行

う際は、何を目的としたものなのか、何を考

えさせるのか、しっかり精選しておくこと

が求められる。 

 

イ．間接指導（教師抜きの自学・自習体制） 

 間接指導は「指導がない時間」と捉えられ

てしまい、何かの作業をしたり練習問題を

こなしたりしながら教師を待つなど、直接

指導につながらない時間になることもある。

しかし、間接指導はのちの直接指導を行う

ために児童の学びを見取るための絶好のチ

ャンスである。また、間接指導を効果的に行

うことは児童の自己決定を促すことであり、

そこで培われる力は学習・生活の両面での

児童の自主・自律につながる。教師・児童の

両者が間接指導の意義を捉え、どのような

時間にすべきか、その価値をあらかじめ共

有しておくことが求められる。 
間接指導の留意点 
①学習の目標や流れをはっきりつかませるよう
にすること 

②間接指導の時間における学習のきまりについ
て、児童とよく話し合っておくこと 

③間接指導における学習指導の効果をあげるた
めに、課題提示の仕方を工夫すること 

④直接指導の時間に学習の進め方のモデルを教
師が姿で示す 

 

ウ．「わたり」と「ずらし」 

わたり…複式指導において両学年の間を移

動して指導する形態。 

ずらし…複式指導において両学年の同時の 

直接指導を避けるため、学習過程を

意図的にずらして展開する形態。 

 直接指導及び間接指導を有効にするため

にこれらの指導形態が用いられる。計画通



りに児童間を回れたことなど、教師自身の

動きのみを取り上げて評価するのではなく、

その時間の目標を達成するための適切な支

援を行えたか、不断の見直しが必要である。 

 

３．学習リーダーの活用 

ア．学習リーダーの役割 

 学習リーダーを中心として児童が協働的

に学習を進めることは、児童の主体性・対話

的で深い学びを実現することにつながる。

教授型の授業から、児童の声で進む授業へ

の変革が求められる中、学習リーダーの設

定と活用は効果的な方策の一つであると言

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．「木原学びのステップ」 

 間接指導の充実を図り、主体的・対話的で

深い学びを実現するため、 

「木原学びのステップ」 

を児童と共有する。基本 

の流れは「課題設定－自 

力解決－集団解決－直接 

指導－まとめ－練習」で、 

教科ごとに必要に応じて 

アレンジしていく。 

 

ウ．教師のファシリテート 

 「学びのステップ」を活用した間接指導に

おいて、児童の学びを促し、深化させるため

には、児童の学びの様子をつかみ、授業全体

をファシリテートすることが重要となる。

そこで、次のとおり、「ファシリテーターの

スキル」を参考に、学習場面ごとの「ファシ

リテートの視点」を定める。これにより、フ

ァシリテートの視点（目的）、場面、方策を

より明確化・具体化することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

また、考え方を助言する際には、次の「思

考スキル」の一覧を参考とする。 
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